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学生の身体的計測値の検討とその有効利用
降 旗 義 而
はじめに
このリポー トは次の目的で作成した｡
1.本学創立10周年にあたり､学生の身体的側面の記録を残しておくこと｡
2.身体的面の測定記録についての利用方法を､コンピューターを使用して日頃実施してい
るので､その方法を述べる｡
3.運動適性テストとして､日本体育協会スポーツ少年団本部の作成したものを利用したが､
そのバッテ リー テスト5項目の中の5分走を除き､その代わりに両手を床について両手
両足跳びで､9mの距離を前方に跳び､うしろ向きのままの姿勢でスター ト位置に帰る､
これを3回繰 り返すテス トを考案 して実施 したO以下の記述では､四肢跳び前後走
(fowardandbackwardrunoflimbjump)と呼ぶOこのテストについての検討を行っ
た0
4.戦後食糧事情の好転､洋風化の食事､モータリゼーションなどによる運動不足等により､
肥満が健康上の問題となっているが､肥満は単に体重測定のみでなく､皮下脂肪厚 (以
下皮脂厚と呼ぶ)の測定がより望ましいとされているo体育界では肥満のスクリー ニン
､ト
グとしてのみでなく､体脂肪量を除いた除脂肪体重が運動と関係があるということで､
研究としてはかなり沢山報告されているが､まだ皮脂厚測定は充分 日常化されていない｡
･ご･
その理由については､北川薫が皮脂厚の簡便な測定には､皮脂厚計を用いるが､その
取り扱いや測定者間の測定値のちらぼりについての危供から､まだ充分に普及していな
いと述べている通 りである｡しかし､厚生省は1978年から､国民栄養調査の調査項目に
(3)
皮脂厚の測定を位置づけているから､段々広まってきているようである｡
本学では毎年測定を実施してきているが､相関係数などにより検討を試みた｡
以上であるが､体力 ･運動能力の測定については､全国規模で行われている文部省のスポ
ーツテストが妥当であろう､しかし､授業時間数の少ない短大ではその実施が困難である｡
体力診断テストか運動能力テストかどちらか一つだけ実施も考えられるが､往々にして体力
(4)
はよいが､運動能力が低いというような結果がでたりするので､個人が自己の体力を認識す
るには両方のテストをすることが望ましい｡
また､このテストは多くの器具を必要とするし､測定の難かしさや､なにを測定している
のか不明な点などもある｡しかし､現在これに代わるテストがないことと､テストは現状の
国民の体力を認識するためには過去との比較も必要であるから､テストの内容を変えること
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が難か しい｡困難さはあるが､記録として残すにはこの方が妥当と思う｡しかしながら､体
力診断テスト7項目､運動能力テスト5項目を実技授業時に実施し､結果を整理するとかな
りの時間を必要とする｡ したがって､より簡便で､ある程度の標準値があり､体力が予測で
きそうなものが望ましい｡
(5)
体育協会スポーツ少年団本部作成のテス トは､行動体力 (文部省では体力を行動体力と防
衛体力に､便宜上分けて考えている)の要素的立場からみると､瞬発力 (立幅跳び)､動的筋
待久力 (上体起 し､脚背上腕立伏せ)､敏捷性 (時間往復走)､全身持久力 (5分走)をみよ
うとするパフォーマンステスト的 (performance test:身体運動それ自身を行 うことによっ
て､その運動に関与する能力を推定しようとするテス ト)である｡
このテストは静的筋力､平衡能力､柔軟能力など､体力の要素的立場からみれば､欠けて
いるものもあるが､運動能力テス トと体力診断テス トを兼ねたような色彩が強 く､運動通性
の一端を知ることができるテストとして良いものと考えるo
このバッテリーテスト(batterytest)から､5分走を除 くことは適切ではないが､短時間
に多数の者を同時に行うことと､手を着いての運動がどんなバッテリーティトにもみられな
いこと､また､中距離的な運動時間をかけたテストがないことを考慮して､前記の四肢跳び
前後走を実施した｡
1.方 法
(1)対象者
本学の学生 1年生全員と幼児教育科の 2年生である｡全測定項目を実施したのは'88年度
(昭和63年)入学の幼児教育科 (以下幼教と略す)学生と'89年度 (平成 1年)入学生全員 (英
三L'1･r /J｣-t土Ll.I＼_･r｣･りij百↑斗●ム/J才又↑汁ノ しd)七)o
記述にあたっては何年度入学者の呼称の代わりに､本学では創立時の学生を1期生とし､
以降 2､3-期生としているので､この呼び万を用いる｡'88年度入学は8期生､'89年度は
9期生である｡資料の検討にあたっては､幼教6期生や 7期生および英語科 8期生の資料も
用いた｡人数は9期生260名､8期生幼教120名､英語科115名である｡なお､集計にあたって
は年齢別にするのが普通であるが､本学の学生は浪人しての入学者が非常に少ないのと個人
別連絡表作成の都合上､学年別に実施するようにした｡
測定の時期は毎年5月～7月である｡
(2) 測定方法
1.身長 ･体重は健康診断時のものを用いた (学校保健法施行規則の方法及び技術的基準
による)｡
2.皮下脂肪厚の測定
7月体育授業水泳実施時水着になった状態で､上腕 と､肩甲骨下角の2ヶ所を栄研式皮脂
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厚計 (skinfoldcaliper)を用いて測った｡上腕部は上腕背部 (右腕)の屑峰点と榛骨点 (ひ
じ)の中間で､皮膚を上腕長軸と平衡につまみ上げ測定した｡肩甲骨下角は直下部を肩甲骨
の内側縁にほぼ平衡なひだができるようつまみ上げ測ったoいずれもつまんだ指から1cm離
れた箇所を計測した｡
キャリバーは挟む圧力が10g/tmlfになるようバネの強さを調節して行った｡
3.運動通性テスト (日本体育協会スポーツ少年団本部作成のバッテ リー テスト)
テスト項目は立幅跳び ･上体おこし･両足背上腕立伏せ ･時間往復走 ･5分走の5項目で､
各項目ごとの評価とともに6段階の総合評価が出来るようになっている｡
このうち､5分走を除外した｡心臓､肺臓の持久性 (有酸素運動の能力)をみるには､青
年層にとって好ましい運動であるが､場所､時間等から割愛した｡この種目に代わるものと
して､独自な4肢跳び前後走を加えた｡
この種目は四肢を床に着け､兎跳びのように跳びながら9mの距離を前方に走り､復路は
後向きに.跳びながらスター トラインに帰る運動で3往復する｡女子の平均時間は55-60秒程
度であるが､2分以上かかるものがある｡早いものは無酸素運動と考えられるが､中距離的
な運動で有酸素運動と無酸素運動の要素の割合が接近したものであろうと考えている｡非常
に遅い者は､大腿の筋肉の局所疲労のためと推測され､脚筋の持久性をみた運動といえるか
もしれない｡
(6.7.8.9,1O)
四肢を着地しての走行動作のテストは､他には全 くみられない｡ 1962年にNicksと
(ll)
Fleishmanは体力の構造について､それまでに発表された体刀(physicalfitness)､運動能力
(motorabilityまたはmoterfitness)に関する因子分析的研究をまとめて､その階層的構
造を提案している｡それによると､体力は筋力の領域(strengtharea)､柔軟性一速度の領域
(flexibilityspeedarea)､平衡性の領域 (balancearea)､協調性の領域 (coordination
area)､持久性の領域 (endurancearea)とし､更に､それぞれの領域の構成要素をあげてい
る｡その構成要素の中に四肢の運動の速度 (speed of limb movement)､四肢の協調性
(multiplelimbcoordination)というのが挙げられている｡
この因子分析的研究からのまとめによる構成要素からみれば､バッテリーテストのなかに
四肢の運動があってもよいと考える｡
(1)立幅跳び (standinglongjump)
7.準備 :平坦な場所または床使用 (床使用のときは濡れ雑巾もしくは滑り止め用粉を用
意､足裏につける)､巻尺｡(砂場使用の時は砂ならしを準備)
ィ.方法 :両手を振り､膝を屈伸して､両足で踏切 り､前方に跳ぶ｡
ウ.記録 :地面または床に身体が触れた最も近いところから､踏み切った爪先までの距離
を計測する｡2回実施して良い万の記録をとる､記録はcm単位とし､cm未満は四捨五入する｡
(2)上体起し (sit-ups)
7.準備 :ストノブウォッチ
ィ.方法 :床に仰向けに雇た姿勢で､両足を肩幅に開き､膝を直角に曲げ､指を組んだ手
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をうしろにあてる｡
補助者は実施者の前にひざまずき､両旭首をしっかり押える｡
"用%:･始め "の合図で､両肘が両膝にふれるまで上体を起し､再び両肩が床に触れるまで倒
して元の姿勢に戻る｡
この動作を､できるだけ早く､正しく30秒間繰り返し､"止め "の合図で終わる｡
ウ.記録 :補助者は上体を起して両肘が両膝についた回数を声を出さずに数える｡
(3) 両足背上腕立て伏せ (modifiedpush-ups)
ア.準備 :ストップウォッチ､笛D
ィ.方法 :補助者は床にうつぶせになる｡実施者は両脚をそろえ補助者の背中にのせ､両
手を肩幅に開いて床につき､腕立て伏せの姿勢をとる｡背中にのせた両脚は､足先で支えな
いように膝がしらが､補助者の脊柱の上に位置するようにする｡両手は両腕を伸ばした時に､
腕が床面に垂直になるようにする｡
身体は真直ぐに伸ばした状態で行い､反動をつけたりしない｡腕を曲げたときはアゴが床
につ くくらいまで完全に曲げる｡
2秒に1回のリズムでこの運動ができなくなるまで続けるか､2回連続してリズムに遅れ
た場合はそこで止める｡
ウ.記録 :屈伸回数は補助者が数える｡
(4)時間往復走 (timedshattlerun)
ラタ ラタ
イ ノ イツ
ンナ ン チ
S2lJlt l I l Slll
ZtI Il I
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7.準備 :図のように､床に5mの平行線を引き､
その間を1m間隔に区切る線を引き､5mの平行線の
両側に50cm離してタッチラインを引く (図のSlはス
タ- トライン)､ストップウォッチ｡
1,力法 ."1iL直に′｣い Lー V)ノ旨凶 し､人プ~ 卜71
ンに立つ｡ "用意-始め "の合図でSlからS 2に向
かって走り､S 2の外側のタッチラインに片手を触れ､
ただちにSlに向かって引き返しSlの外側のタッチ
ラインに片手を触れ､ただちに S 2に向かう､以上を15
秒間繰り返し､"止め "の合図で終わる｡
ウ.記録 :15秒間に走った距離をm単位で測り､m
未満は切 り上げる｡距離は ｢タッチの数×5m｣に最
後の折り返し線から"止め "の合図のあった瞬間の前足の位置までの距離を加える (前足が
空中にある場合､ 目止め "の合図の瞬間の真下が求める位置で､その後足が触れた位置では
ない)0
測定は2回行い良い方の記録をとる｡1回目と2回目の試技の間は休息をとる｡
(5) 四肢跳び前後走 (modifiedlimbrun)
7.準備 :バレーコー トまたは9mの距離の平行線､ストップウォッチ｡
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ィ.方法 :9m離れた2本の線の一方をスター トライン､一方をタッチラインとするo"位
置について"でスター トラインの外側にしゃがんで手をつ く､ "用意･･･始め "でタッチライ
ンに向い､兎のように手をつき足で跳ねながら走行し､タッチラインに両手が触れたら､た
だちに後向きのままの姿勢で後方に跳ねながら進み､両足がスター トラインにふれたら再び
タッチラインの万に向かう｡3往復し､最後に身体がスター トラインを通過 した時の時間を
測る｡
記録 :補助者は3往復の回数を告げる｡記録は秒単位 とする (切 り捨て)0
(3) 計測値の利用
(1) 全国的な統計値との比較をする｡
(2) 7.身長 ･体重からは次に示す式を用いて､学生 1人 1人の指数などを算出する｡
ローレル指数 (Rohrer'sIndex)
Roh-W÷H3×107
桂の標準体重 (Katsra'sstandardweight)
SW- (H-loo)xO.9(kg)
体表面積 (bodysurfacearea)
BS-72.46×HO･64×WO,44÷10000(m2)(藤森らの式)
ここで､ Hは身長 (cm)､W は体重 (kg)､BSは体表面積 (m2)
肥満度- (IW-SW)÷SWxlOO
基礎代謝量-BSx35.3(Kcal/m2/hr)
(厚生省編第三次改訂 ｢日本人の栄養所要量｣1984年 :18歳35.6､19歳35.1より35.3Kcal/
m2/hrとした)
ここで､IW は個人の体重計測値である｡
ィ.皮脂厚よりは次式を用いて体脂肪量 (totalbodyfat;BF)と除脂肪体重 (leanbody
mass;LBM)を個人別に算出する｡
(12)
F-4.570÷D-4.142(Brozeketal.1963年)
D-1.092310.000514X
X- (Xa十Xb)×BS÷WxlOO
ここで､Fは体脂肪量の体重に対する割合､Xaは皮脂厚上腕部､Xbは皮脂厚背部､BSは
13)
体表面積､W は体重､Dは体密度の推定式である｡推定式は長峰の式 (1975年)による｡
BF-WxF (kg) (体脂肪量)
LBM-W (1-F)(kg) (除脂肪体重)
ウ.運動通性テス トは各項目毎の平均値､標準偏差を算出､更に､項目毎の個人別 Hスコ
アを出す｡全項目を加算し､その10分の 1を個人の総得点 とする｡
H-14× (Ⅹ-M)÷SD+50
TP-∑H÷10
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ここで､Xは個人の測定値､Mは平均値､SDは標準偏差､TPは個人の総得点､∑Hは項
目毎の Hスコアの総和である｡
エ､個人別カー ドの作成及びグラフ
以上の各項目は､コンピューターに入力して計算､個人別カー ドで出力させるOカー ドに
より､5段階に分けられたグラフ用紙に自己の結果を記録する｡
2.結果と考察
測定結果については､主として1988年及び1989年の前期に実施したものについて検討した
が､1部それ以前のデータも利用した｡
データは､1年次は幼教科 ･英語科学生全員であり､2年次は幼教科の学生のみである｡
2年生の英語科学生は保健体育の授業がないため行っていない｡
(1) 測定値
表 1-1に'88年､表1-2に'89年の計測値を示した｡'88年は2年生は7期生､1年生は
8期生である｡'89年は8期生が2年､9期生が1年である｡表の右欄に1年次と2年次の平
均値の差について､その検定結果を示した｡
'88年の結果では､1年と2年では､上体起しに平均値の差に有意性があった｡'89年の測定
表ト 1 幼教7期生2年次及び8期生(幼教･ 表1-2 幼教8期生2年次及び9期生(幼教･
英贋日 年次測定結果
期 別 8(1年次 )l
目 ＼gMean SD
7(2年次 )
EtHlh
Mean SD
1)身 長 cl戸158.17 4.4311158.34 4.888
2)体 重 kg
3)立 拍 裁び cl
4)上 休 起し 回
5)Jq背上Ji立伏せ 回
6)四肢耗び前後走 sec
7)皮脂伊 上Ji ■■
8)皮脂17有甲下角 ▲■
51.23 5.308 :51.78 5.410
83.3314.479E184.52 15.111
28･11101862E27･07 7･964
19･99 5･044 120･97 5･829
注 :n:人数 han:平均 SD:棟坤偏差 (以下同じ)
英存)1年次測定結果
期 別 F9(1年 次) 8(2年一次)
=120
Mean SD
1)身 長
2)体 重
3)立 相 耗び
4)上 体 起し
5)JZI背上Jh立伏せ
6)四肢耗び前後走
7)時間 往復走
?
? ?
? ?
?
?
??
8)皮脂JI 上境 b
9)皮脂Fr月甲下角 1■
????ー?? ?
05 4.913Fl58.19 4.491
03 5.406 …51.29 5,369
7016.599 F177.04113.880
5.93 3.289115.92 2.681
18 7･766118･74 7･698
4616.339 F55.42 17.930
8･37 2･052】38･28 2･067
9･10 4･852 F21･61‥51551
7.43 6.026】20.48日 6.980
平均値の差柵 印1%水中で有JE 注 1.平均値の善 書印 5%､榊 印1%水準で有意
値では､立幅跳びと皮脂厚に有意差があった｡しかし､'89年と'88年の測定値で､1年生と
2年生との間の差異に共通的なものはみられなかった｡
表 1-3('88)と表1-4('89)に､幼教と英語科の学生の測定値を科別に示した｡両村
での差異は､運動適性テスト項目に両年度ともみられた｡'88年と'89年の測定値で平均値の
差に有意性の共通しているものは､両脚背上腕立伏せである｡
この種目の平均値を拾いだしてみると､24.14､32.24､15.98､18.35とかなりの開きがあ
(14)
る､体育協会スポーツ少年団の実施記録をみても､'72年17オ21.4､18才20.6､ '76年17才
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28.2､18オ24.5と報告されているから､テストの信頼性に問題があると思う｡テスト実施時
の説明や､やらせ方に問題があると考えている｡ =あご"が床につ くまでを強調すると記録
は落ちる｡
表1-4 9期生幼教科と英語科学生1年次測定
表1-3 8期生幼教科と美帯科学生 1年次測 結果
＼ 期 別 幼赦 英語
＼ n=120 ∩=117
項 目 ＼ Nean SD Hean SD
1)身 長 ct
2)体 重 51.27 5,370 51.18 5.267
3)立 幅 跳び
4)上 体 超し 15.40 3.112
5)肘背上腕立伏せ 24.14 9.669
6)四肢机ぴ前後走
8)皮脂厚 上腕 19.49 5.278 20.52 4.754
注 :平均値の妻は *印5%水準で有意
＼ 期 別 幼救 英語
＼ n=128 n=130
項 目 ＼ Nean SD Xean SD
2)体 重 kg 51.31 5.511l 50.76 5.307
8)皮脂Yf 上腕 rL 19.24 5,280 18.96 4.405
注 :平均値の差 *印5%､州 印1%水準で有意
表 1-5に都立大体育学研究室編日本人の体力標準値 (以下体力標準値と略称する)を記
表1-5 本学学生の計測値と日本人体力標準値(Norm)との有意差
】＼＼_IilLB 悪妻の仕力讐 i8芸1 9芸1 8XEI2一 対t a′lらI項 目 ＼EXean SD H8an SDi 18才 18才 119才
i1)身 長 C] l57.9 4.96158.0 4.90l
2)体 重 kB ≠■●◆■It●■3)立 相 鉄ぴ cJl】
;;孟背竺虎≡志せ 冨 日 ::…1:::: …冨::1;::】■◆■■ ●● 【!:'.1】
6)四肢耗ぴ前後走 sec
7)時間 往律走 m
8)皮脂伊 上Ji Ⅰ■ ■● +II
〔注)平均値の差 書印5%､州 印 1%水準で有意
点右dIは本学学生の8期と9期生1年次を比較したものである
載し､それと本学学生の測定値 との差をみた｡比較にあたっては､当然年齢を同一にしなけ
ればならないが､各学年とも本学は､高校からス トレ- トに入学する者が大多数のため､年
齢オーバーの者を含めたままで検定したO最右欄は8期生と9期生それぞれ1年次のものを
比較したものである｡
体力標準値と1年生の測定値とを比較すると差がみられたものは､体重､立幅跳び､両脚
背上腕立伏せ､皮脂厚であるが､2年生は皮脂厚だけである｡
8期生と9期生では､立幅跳び､両脚背上腕立伏せ､四肢跳び前後走､そして皮脂厚と多
くの項目に差があった｡
(2)形 態
身長は標準値 と差がない､しかし体重は少し少ない｡文部省体力 ･運動能力調査報告吉昭
112 清泉女学院短期大学研究紀要(第8･9合併号)
和62年度版の体重をみると､18才51.4､19才51.5kgであるから､本学と殆んど変わりはない｡
全国なみということになる｡
表 1-6に'86年から'89年までの身長 ･体重の測定値を示した｡4年間で殆んど差異はな
い｡
(3)皮脂厚
皮脂厚は体力標準値の値より大きい｡北川薫が述べているように､測定者による差がある
(15)
ようである｡筑波大学体育センター'85年の資料によると､18才肩甲骨下部で19.9mm､19才18.4
mmで標準値とかなり違う｡
表1-7に身長などと同じ年度の皮脂厚計測値を示した｡肩甲骨下部 (表では背と略称し
ている)の測定値の中､'87年の2年生と'88年の 1年生にやや異なる値が見られるが､その
他はかなり似通った数値である｡下段に､4年間を平均した数値を載せた｡上腕 1年19.2mm､
2年20.4mm､背 1年17.8mm､2年19.2mmである｡
表1-7 年次別皮脂PF測定結果
表1-6 年次別身長 ･体重の測定結果
項 ･年次 : 1年 2年
E]L n Mean SD n Mean SD
?????? ???
4637 116 157.9 4.620
???? ?? ?
117 158.3 4.868
120 158.2 4.472
?? ? 】??? ??? ??????ー?
???
??????ー?? ???
?
????????
?
?
目 in hean SD ;n Hean SD
上 1986 ト7 i
腕 1988 l
1989 【i
背 1986
1988 i L
1989
なお､測定の精度を検討するために､幼教の 1年次と2年次の皮脂厚(上腕+肩甲骨下部)
の相関を調べてみた｡図 1-2-4はその相関図である｡また､比較のために､体重につい
て幼教8期生の1と2年次の相関も図 1-1に示した｡
図1-1 幼教8期生1年次と2年次との体重相関図 図ト 2 幼教6期生1年次と2年次との皮脂厚相関図
九 三 P:2qorectolrO:LelOartlVonO n I ､=.2,･.B85.17827' ･91104… Regre tlONnumO三eryo; cx8こeSY=9●1三;40三6: '8054…
35
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図1-3′幼教 1年次と2年次との皮脂Jt相関図(7期生) 図1-4 幼教 8期生 1年次と2年次の皮脂Jt相関図
衰egretlOn Ofy onx Y= 7.16141+ .903757
NuTnber ofcases 117
表2 皮脂厚相関係数(ド)
項目 期 n r
体重 8 120 0.9481
皮 6 114 0.8362
脂 7 117 0.8739
厚 8 120 0.8056
80 18
図 1-1-4について相関係数 (r)だけを表 2に
示した｡当然体重は高い相関を示したが､皮脂厚も
0.8以上を示しているから､測定は充分信頼できると
考える｡
(4)全測定値の相関マ トリックス
表3-1-4に相関マ トリックスを示したが表中
肩つきに丸印をつけたものは､相関の有意なもので
ある｡
身長は運動能力に関係が深いと言われているが､表3全体を通してみると､むしろ体重の
方が相関の有意なものが多い｡
N｡,=235 表3-1 8期生 1年次 (幼美全員)測定値の相関マトリクス
Ttpm 1 2 3 4 5 6 8
????
?
???
?
??
??
?
? ?ー
ーー
?????
???
?????
?
?? ? ???? ?
?????
?
??
??? ? ?? ??
0.520290
0.1722300.07285
-∩.03054 0.0こ)707 356520
00579 -0.052O6 O.176130 0.312149
-0.00959
0.06730
-0.01360
9O241㌧0.133680-0.244790-0.141500
125640 0.05411_0.02737 0.234100
-0.0926010.0326210.07377 0.259950 0･599290
5237▼-0
88480
No.=117 表3-2 7期生幼数2年次測定値の相関マトリクス
Item 1 2 3 4 5 6
? ???
?? ? ー
??
?????
????
?????
? ?
???? ??
?????? ?
?
?
m帆
mm
0-0
0
0-0
0.13430 0.266194
0.409390 -0.33109'-0.12060
0.310840-0.2523 0-0.22188●0.319080
0.1926010.268190-0.10643 0.30028● 0.70758●
No.=258 表3-3 9期性 1年次 (幼英全員)測定値の相関マトリクス
1 2 3 4 5 6 7 8 9
???
??
????
? ?
???
???
?????
?????
??????
?
?
?
?????
??? ??
?????????? ??
125670 0.00102
02924 0.02954 0.29829●
21268p-0.13935■ 0.233860 0.264290
0.08624 0.290630-0.450860-0.23628O_0.271010
-0.0053-0.02371 0.548470 0.403340 0.294970-0.432310
0.00264 0.516160-0.275450-0.03724-0.10735 0.352300-0.20751●
0.02912 0,551300-0.254890 10.02635-0.11､555 0.398950-0.20378. 0.74318O
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表3-4 8期生幼教2年次測定値の相関マトリクス
1 2 3 4 5
???
?ー
????
?
? ?ー
???
?????
??
??
?
??? ????
? ?
?
?
???
??? ??
????? ???? ? ? ? ??
?
ー
6 7 8 9
0.309460 0.167▲11
-0.11896-0.11235 0.259370
0.05074 0.04491 0.22702P 0.462390
0.05571 0,13770-0.201020-0.1030-0.236068
0.04671 0.185250 0.468270 0.381940 0.379120- 0 .257400
10･02548 0･5177㌧ o･209840-0･0468010107453 0 ･179230 0.09497
0･03175 0･599630-0･02939-0･0695-0･05830 0･217810 0112923 0.667620
運動項目相互間では､ほとんどのものに相関がみられた｡
皮脂厚と運動項目とでは､項目中立幅跳びと四肢跳び前後走がどの表でも相関は有意であ
る｡本学独自の種目である､四肢跳び前後走は身長を除き､どの項目とい謁係があった｡
(5) 四肢跳び前後壷
バッテ リー テストは各々のテスト相互間に相関が少なくて､できるだけ独立していること
が望ましいと言われている｡相関マ トリックスで検討したところでは､四肢跳び前後走はほ
とんどの項目と相関があるoそこで､独立性がどの程度かを重相関係数(backward法)で調
べた｡
(16)
9期生について､AIC (赤池の情報量)とマローズのCPが最小になるよう､バックワー
ドし次式が得られた｡
y-135,404+0.51862Xl+(-0.25753)x2+(-0.21165)x｡+ (-1.73646)Ⅹ4十0.49240x5
R2-0.361809 AR2-0.349146
y:四肢跳び前後走
Xl二体重 x2:立幅跳び Ⅹ3二腕立伏せ
Ⅹ4:時間往復走 XS:皮脂厚背
R:重相関係数 AR2:決定係数
したがって､四肢跳び前後走を説明するモデルが体重､立幅跳び､院立伏せ､時間往復走､
皮脂厚肩甲骨下部の5項目が選択されているOそして､AR2が0.349146であるから､このモ
デルだと四肢跳び前後走を約35%説明できることになる｡
8期生 1年次の結果は､体重､立幅跳び､上体起し､皮脂厚肩甲骨下部の4項目で､AR2
-0.250465で､25%が説明される｡
8期生 2年次の結果は､9期生と同一項目で行っているわけであるが､かなり異なる結果
となった｡
y-138,43+ 仁2.51921)Xl+0.65592x2
R2-0.130364 AR2-0.115498
Xl:時間往復走 x2:皮脂厚肩甲骨下部
決定係数は0.115498であるから､12%が説明できるだけで､ほとんど独立した運動形式と考
えてよいことになる｡
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なお､7期生はR2-0.21858 AR2-0.20487で､説明要因は立幅跳びと皮脂厚肩甲骨下部
である｡
以上､説明できる範囲は最高で35%､最低で11.5%で､比較的四肢跳び前後走は独立した
運動種目と考えてよいと思う｡しかし､この項目はなにを測定しているのかは､更に今後の
検討が必要であろう｡予測としては､中距離的な能力と､大腿の筋力の測定ができると考え
ている｡
どのグループのモデルでも､皮脂厚肩甲骨下部が入っていた｡四肢を床についての運動が
背と関係が深いためと考えられる｡
四肢跳び前後走は背の強化に役立つかもしれない｡
(6) 四肢跳び前後走の信頼性と客観性
図2-1-4には､幼教8期生の1年次と2年次の運動項目について､その相関を図示し
た｡
表4に図に基づいて､相関係数を集めて示した｡ 1年経過後の記録であるから変動が大き
い｡8期生の両脚背上腕立伏せは1､2年ともにかなり厳格に実施したので､記録が悪い｡
表4 運動項目の相関係数
(幼教8期生)
項目 r
立 幅 跳 ひ 0.6360
上 体 起 し 0.4826
脚背上腕立伏せ 0.7227
四肢跳び前後走 0.6576
28
そのためか､最も相関の高かったものは､両脚背上
腕立伏せである｡データの重なりが多い､正確に実
施されると､かなりの精度が期待できる｡四肢跳び
前後走と立幅跳びは同程度の相関を示した.上体起
しが一番低い｡
相関係数からみると､立幅跳び程度の信頼性と客
観性が四肢跳び前後走に期待できる｡
図2-1 幼教8期生1年次と
2年次の立幅跳び相関図
RegretlOn Ofy on x :Y= 50.6688 ◆ .682722 暮 Ⅹ
NuRberofcases 119
CovArl&nCe 114.039
corre18tlOn .635953
琳工 ‡
図2-2 幼教8期生1年次と
2年次の上体起し相関図
RegretlOn Ofy on x :Y= 9.62982 + .380838 暮 Ⅹ
NudLberofc&BeB 119
Cov&rlanCe 35.516g
CorrelJLt10n .48257
×
x xx x
X
xX 美
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(7) 計測値の有効利用
表5-1-2に､方法のところで記述した項目と計算式に基づいて､項目ごとに算出した
平均値と標準偏差を示した｡ロ二レル指数､肥満度､体表面積､基礎代謝量は身長 ･体重の
データに由来しているし､体脂肪率および除脂肪体重は皮脂厚と体重のデータから推定され
ている.したがって､計算されたデータは身長と体重に年度ごとの差がないと､計算された
コンビネーションデータにも差がない｡
皮脂厚の測定値には差のあるものがみられたから (表1-5最右欄参照)､'89年の測定値
9期生と8期生 (2年次)で皮脂厚､体脂肪率､除脂肪体重に有意差がみられた｡
表5-1 身体組成､指数､基礎代謝t等
＼ 期 別 9(1年次 ) 1 8 (2年次 ) 有意差
＼ n=258 n=120 左fl 1年 2年
項 目 ＼ Nean SD Hean SD
1)運輸適性得点 点 25.00 4.823 25.00 4.633 ■○●◆ ● l■ ●
2)皮脂TI(梶+育)n
3)体脂肪率 % 25,80 5,645 29.21 6.378
4 除脂肪体重 kB 3773 3695 3613 357
5)ロ- レJt,指数 inder 129.3112.464 r129.5512.012
6)肥満度 % -2.08 9.222 -1.91 8.913
表5-2 身体組成､指数､基礎代謝量等
＼ 期 別 8(1年次 ) 7(2年次 )
＼ n=235 n=117
項 目 ＼ Hean SD Hean SD
1)運動適性得点 点 20.00 3.790 20.00 3.853
2)皮脂PI(腕+育.)加b
3)体脂肪率 % 27.06 5.539 28.24 6.757
4)除脂肪体重 kg 37.24 3.686 37.00 3.938
5)ロ-レル指数 index
6)肥満度 % -1.98 9.085 -1.12 9.580
7)体表面稚 m2 1.46 0.085 1.47 0.087
注 :平均値の差叫Er)は5%､州印 は1%水準で有,f t
表6-1-4にコンビネーションデータの相関係数を示した｡この数値は身長 ･体重 ･皮
脂厚に由来しているから､当然相関は高いものが多い｡運動適性得点は運動項目の平均値と
標準偏差に基づき､Hスコアを計算し､各項目を個人別に加算したものである｡
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この運動適性得点は､運動は筋肉によって行われるわけであるから､理論的には除脂肪体
重と関係が深いと考えられるが､7期生以外関係がなかった｡むしろ､体脂肪量との関係の
万が多くみられた｡7期生を除いて､運動適性得点とその他の項目では､ほとんど関係がみ
られなかった｡
皮脂厚とロール指数､肥満度は相関がかなりある｡
表6-1 8期生1年次 (幼美)コンビネーションデータの相関マトリックス
No.=235
Item Ⅹ(1) Xl2) Xt3I Xt4I Xt 5) Xt6) Ⅹ( 7) Xt 8)
?
??
???
?? ??
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?? ?????? ??
? ?
??????
??? ??? ?
-0.165940
-0.168990 0,985490
0.08920-0.17692O-0.32221応
10.09903 0.617390 0.510900 0.26528Q
l0.09744 0.631240 0.518890 0.31693P o.99692n
l0.01565 0.46456 0 0.34772√)0.73863(■0･40234 P o ･468Blr
_0.01565 0.464560 0.347720 0.738634 0.40234' 0 .46881r ll00000
表612 7期生幼教2年次コンビネーションデータの相関マトリクス
No. ≡ 117
Ⅹ( 1) Ⅹ( 21 Ⅹ( 3) Xt 4) Ⅹ( 5) x1 6I x( 7) Ⅹ( 8)
lHlJbiL性 ft点 (点 )
2)皮 脂 PI (浜 +背 ) (m m )
3)休 仲 肪 JL辛 (㌔)
4)NHP肪 体i (kg )
5)ロー レル指軟 くIndex)
6IJ! i～ Jl (% )
7)件 表 面 fI (zn )
8)壬 Q 代 書 t (Xc&1)
-0.38206C
10.378780 0.98653L
o.19150 0 -0.37624(-0.50546{
-0.24829D o.61866F･0.52165! 0.07250
-0.252410 0.63686D o.53384` 0.11888 0.99679一
-0110000 0･41357O o･30111( 0･63068･0.30517Do.37699{
-o･10000 0･41357D o･30111( 0･63068J ol30517Co.376990 1.00000
表6-3 9期生1年次 (幼英)コンビネーションデータの相関マトリックス
No.=258
Ⅹt 1) Ⅹ( 2) X1 3) Ⅹ( 4) Ⅹ( 5) Ⅹ( 6) Ⅹ( 7) Ⅹ( 8)
? ?
?
?
?
?? ????? ??????? ? ???? ?
-0.307790
-0,316890 0.984690
0.12288-0.16246010.311010
-0･09578 0.617450 0.517128 0.19330p
-0110747 0.638220 0.532780 0.23875C o.996980
-0･10778 0.445450 0.326780 0.75723 P o.304260 0.36796C
10･10778 0,445450 0.326780 0.757230 0.304268 0.367978 1.00000
表6-4 8期生幼教2年次コンビネーションデータの相関マトリックス
No.≡ 120
Xt1) Xt2) Ⅹt3) Ⅹ( 4) Xt5) X( 6) Xt 7) Xl 8)
1日th 適 性 得 点 (点 )
2)皮 脂 PI (良 + 甘 ) (帆 T))
3)体 仲 肪 t 事 (㌔ )
4)稔 JP肪 体 Jl (k g )
5)ロ I L/ル 指 数 (Index)
6IC iJ Jl (㌔ )
7)体 表 面 fI (m )
8)基 礎 代書 t (Kc817
-0.10615
10.12168 0.987161･
0.17443_0.25781巳10.38915凸
_0.00177 0.694820 0.60908｡ 0.10197
0.00541 0.7090BL'0.617370 0.15583LI0.99 658【
0.06050 0.4860gC,0.37713O o.67492 0.398830 0.4681Bl
o.06050 0.48609C o.377131' 0.67492ウ0.39883 1 0.46818で 1.00000
(8)データの個人への還元
方法のところで述べた計算式を､コンピューターにプログラムし､個人別カー ド様式にし
て､出力させる方法によって､個人へのデータの還元を図った｡さらに､学生個人はそのデ
ータに基づいて､グラフを作成し講義を受けて､自己認識に役立てることを実施した｡
カー ド様式とグラフ用紙を次に示す(表7-1および2)｡また､カー ドを出力するプログ
ラムは末尾に付録として記載した｡(富士通のBASIC使用､NECと大差ない)
118 清泉女学院短期大学研究紀要(第8･9合併号)
表7-1 個人用データカード
:身 長 体 重 立 巾 上 体 腕 曲 げ 四 肢 往 復 運 動
- と ひ お こ し とび 走 適 性
1)青 木 緑 ■ (cm) (kg) (cm) (回 ) (回 ) (see) (m) (点 )
155.0 48.0 160.0 12.0 15.0 70.0 38.0 17,1
皮 脂 皮 脂 皮 脂 体 脂 除脂肪 ローレ ル 肥 満 体 表 基 礎
上腕 背 厚 計 肪 牽 体重 指 数 度 面 積 代 細
(mm) tm m l (mm) (%) tkg ) (index) (%) (m〈2H Kcal/1hr)
19.0 18.0 37.0 26.6 35.2 128.9 -3.0 1.404 49.5
表ト 2 データカードよりグラフ作成をする用紙 (5段階区分)
や や や や :折 れ 推 ク ラ フ を 描 か く
項 目 . ←大 ← 大 - 小 一 小 → ;5 4 3 2 1
身 長 (cm )
体 重 (k g )
立 幅 銑 び (cm )
上 体 起 し (固 )
P 背 上 挽 立 伏 脱 曲 げ (回 )
四 肢 跳 び 前 後 走
時 間 往 復 走
運 動 適 性 得 点
皮 脂 T?腕
皮 脂 PF背
皮 脂 PI (暁 + 育 )
体 脂 肪 t 華
除 脂 肪 体 重
ロー レル指数
肥 満 度
(秒 )
(m )
(点 )
(m m )
(孤 m )
(m m )
(% )
(k g )
(∫ndex
(% )
体 表 面 稚 くm *m )
基 礎 代 謝 量 (Real)
165.3 16O.4 155.5 150.6
60.5 54.8 49.2 43.5
221.0 192.0 163.0 134.0
21.6 17.6 13.6 9
35.3 25.3 15.3 5.3
33.5 49.5 65.5 81.5
44.4 40.5 36.6 32.7
32.1 27.4 22.6 17.9
27.3 21.8 16.3 10.8
27,0 21.0 15.0 9.0
53.8 42.8 31.8 20.8
36.0 30.0 24.0 18.0
43.1 39.4 35.7 32.0
148.8 136.3 123.8 111.3
15.] 5.] -4.9 -14.9
1.6 1.5 1.4 1.3
56.2 53.2 50.2 47.2
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まとめ
この論文は下記の目的で作成した｡
1.学生の身体的側面を記録 しておくこと-｡
2.測定値の利用方法について示すこと｡
3･体協スポーツ少年団本部作成の運動適性テストを利用したが､持久走に代えて新しいテ
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スト四肢跳び前後走を実施､運動面の検討とともに､新テストの検討をすることC
4.皮脂厚の測定の有用性および技術の信頼性を調べること｡
以上に基づいて検討した結果を要約して示す｡
(1) 形態 ･運動能力は特に優れているとか劣っているものはなかった｡
(2)皮脂厚は体力標準値に比較すると､厚めであった｡ しかし､数年来の測定値を相関係
数で検討してみた結果によると､皮脂厚測定の技術は信頼性があると判断できた｡皮脂厚､
除脂肪体重など推定でき､学生の自己認識に役立つ｡
また､皮脂厚と運動適性得点の間には相関もあった｡
(3) 四肢跳び前後走については､重相関係数 (backward法)などを使用して検討した｡短
時間に多数の者を同時に測定でき､信頼性､客観性も立幅跳び程度あり､しかも他のテス ト
とは異なる領域のテス トであることが判明した｡しかし､どういう能力を測定できるのかは､
今後の検討が必要である｡
(4) 最後に測定値の利用方法であるが､現代はコンピューターでデータは簡単に処理でき
る｡今はC言語が主流とのことであるが､筆者はまだ Basicによっている｡しかし､示した
プログラムは英語読みができるから､あまり､コンピュータ-に馴染みのない人でも判読で
き､利用できる｡
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付 銀
個 人用 カー ドを 出 力 す るプ ロ グ ラ ム
100 IBOI)YINFO BODY's INF()RMATIOトj
110 ICalculatLon of Rohrer's lnde.T:,%Fa.t,LBM,Rodv's surfa(､e Area e上c.
120 INC number of cases
130 INV number･of'variables
140 'XtNC,NV),Y(N(',NVJ data matrlX,a part Of data matrlX
150 'BtNC),NS(NC) number of student.name of student
160 'H(NC) ,W(NC) bod.y height,body lJelght
170 'Fl(NC),F2(NC),F(N〔') sklnfold(arTn,back,arm+bar､k)
180 'FAT(NC).I-8日(NC)
190 'ROIl(N｢)
200 ISW(NC)
210 'SFAtNC),BM(NC7
220 I
230 1AV(NV)
240 'VA7(NV)
250 '｢OV(NV,NV)
260 'SD(NV)
270 'FITtNV)
body's fat %,lean body mass
Rohrerls lnde.t
standard tィelght
surfar､e area,basal rnetabolisrn
mean Vector
varjanl!P Ve(つtOr
eovariance matrix
st.andard deviation vector
total point of motor performance test
280 '
290 INPUT HNC,NV=●';NC,NV
300 DIM X(NC,NV),A(NC),Ⅰ=NC),NS(NC),Y=qC,NV)
310 DIM H(NC),W(NCI,Fl(N(～),F2(NC),F(NC)lFAT(NC).LBM(NC)
320 DIM RO‖(N(1,Std(NC),SPA(NCl,BM(NC),FIT(Nr')
330 ti0To loo°
500 READ N(I,NV
510 FOR T=lTO N('
520 REAr)i)(I),NS(I)
530 NEXT I
540 FOR I=1 T()NC
550 PRINT USING'-#♯)';B(1);
555 PRINT NStl);SPC(6);
560 NEXT I
580 STOP
590 Ⅰ･■OR I=l TO NC
600 FOR J=1 TO NV
6】O READ X(ⅠIJ)
620 PRINT USING'1才#井.#-I;XH,､丁);
630 NEXT ∫
640 PRINT
650 NEXT I
66()STOP
700 fiETURN
1000 HswITCHING CENTER
1010 CLS
1015 PRINT
lO20 PRINT
1030 PRINT
IO40 PRINT
1050 PRINT
IO60 PRINT
IO70 PRINT
1(180 PRINT
?????????????? ????? ?????ー ???????? ????????????????? ? 一一一一一一一一一一一一-I
?
???
? ?
???
?
??? NV)繰 り適 し使 用 】- 13-I
長 体 重 人 力 )-- 一一一4"
脂 厚 人 力 * 2 )一一一一5■-
力 * 2 )一一一一一一一一--6●■
1090 PPINT
1100 PRINT
1110 1NPUT ■一一- -I-一一一一一一一一一小 目 一一一日 一一一一どれ を選 択 す るか >>>>■-;K
1120 CLS
l130 0N K GOSL'B 500, 2000,3000,4000,500O.6000,8OOO,8500
1140 GOTO 1000
2OOO INPLT "FILE NAME=";FS
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2010 0PEN ‖Ⅰ日,#2.F$
2020 INPUT #2,TITLES,NC
2040 FOR t=1TO NC
2050 1NpUT ♯2,a(I),NS(Ⅰ)
2060 PRINT a(日,NS(I)
2070 NEXT I
2080 (｢LOSE #2
2090 INPUT '■削除が必要 か lY/N)";FIN$
2100 IF FINS=HY'T71EN 2110 El,SE 2220
2110 INPUT ●行番 号 = ‖;I
2120 pRINllち(I),NS(Ⅰ)
2)30 INPUT -rok?lY/N)';OKi
2140 IF OlくS=●'N'-(;OTO 2110
2150 IF 上=NC GOTO 2190
2160 FOR J=l TO NC-1
217O BtJ)=B(I+1):NS(J)=NStJ+1)
2180 NEXT ∫
219r)NC=NCl1
2200 INpUT ●■こ れ で 終 わ りか (Y/N)";FIN$
2210 IF FINS=HY'■THEN 2220 ELSE GOTO 2110
2220 STOP .'RETURN
3000 I
3010 'ヴ ァ リエ ー シ ョ ンデ ー タ入 力
3020 I
3030 INPUT-'FILE NAME =-●;F$
3040 0PEN '●Ⅰ.',#3,F$
3050 INPUT #3,TITLES,NC,NV
3060 PRINT 'lI暮It暮暮暮暮暮暮♯暮";TITLE$
3080 FOR l=1TO NC
3090 FOR J=lTO NV
3100 1NPUT ♯3,Ⅹ(Ⅰ,∫)
3110 NEXT J
3120 NEXT I
3130 CLOSE #3
3140 FOR I=1TO NC
:1150 PRINT USING'#*#)rl;Ⅰ･,
3160 FOR J=lTO NV
3170 PRTNT USINGl'####.#';x(1,J);
3180 NEXT ∫
3190 FOR K=lTO NV
3200 IF I=20暮K THEN STOP
3210 NEXT K
3220 PRINT
3230 NEXT I
3240 BEEp:STOP
325O lETURN
4()00 ,
40JO PRINT '■事暮暮書★暮書書tHlミIGHT暮IWEIGHT +暮I暮書暮tI暮*暮書暮暮書目
4020 FOftl=1TO NC
4030 FOR J=lTO NV
4040 H(I)=Xtl,1)
4050 W(I)=XtI,2)
4060 NEXT J
4070 NTEXT I
4080 日HIロー レル指欺 ､体表面積 ､基礎 代謝i Ht-I
4090 FOR I=1TO NC
4100 ROH(1)=W(I)/HtT)^3*10-7
4110 NEXT I:
4120 I
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FOIiI=lTO NC
SW=(H(I)-100川 .9
SWH l=(W(I)-SW)/SW★10O
NEXT I
FOR I=lTO NC
SFA(Ⅰ)=H(Ⅰ)A.663★WH )へ.444★88.日3/10000
BM(Ⅰ)=SFA(1)★35.3 日35.3 keal/1m〈2/1hr
NEXT i
PRINT ロ ー レル指 数 ､棟 準 体 重 ､体 表 面 積 ､基 串 代甜 t (1時 同 値 )
Lp=2
FOfiJ=lTO NC STEP LP
IE=J+LP-1 :lF IE〉NC THEN IE=NC
FOR I=J TO IE
PRTNT USING I.(###)':I;
PJuNT IJSIN(1' Tl###井.書目;RO‖(I);
PRINT USING "#*#.##"A,SW(1:);
PTITNT USING 'l##.##r';SFAH );
PfuNT USING I'♯†書.#";BMtl);
FOR K=1TO NV
TF I=20tK THEN STOP
NEl-T K
NFXT I
PR】NT
～l:JYT J
F-tlJNT
fiEEP:STOP
RETUTiN
I
‥ 皮 脂 T?合 計 ､体 脂 肪 率 ､除 脂 肪 体 重I
'皮 脂 P?計 芳
FOR I=1TO N(I
FOR J=1TO NV
Fl(I)=XH,8):F2日 )=1'(T,9) 'DATAX(NC.NV)か 皮 脂 厚 f=けの と きは .Y(Ⅰ,1),X(Ⅰ,2)
5070 NEXT ∫
5n80 NEXT i
509() I
5100 FOR I=lTO NC
5110 F(Ⅰ)=Fl(I)◆F2(1)
5】20 NEXT I
5130 PlINT ■●皮 脂 厚 腕 と背 と そ れ らの 合 計 "
5140 Lp=4
5150 FOR J=1TO NC STEP LP
5160 1言二LJT+LP-i ;TLF IE〉ilC Th'EN iE=lNe
5170 F()氏 I=J TO IE
51RO PRINT USING I.####'l;I;
5190 PR【NT USING '■#♯書.♯";FI‖ );
5200 PfuNT USING 'f###.#l';F2(I);
52]O PRINT USTNG '###.#';FtI);
5220 ]F I=40 0R I=80 OH I=120 T1EN STOP
523() NE:(T I
5240 PPINT
5250 NFXT J
5260 BEEP:STOP
5270 ' 推 定 脂 肪 率
5280 日TF=4.570/D-4.142 lTF=total body fat;Brozek et al一
5290 ' Nagamine ;D=1.0923-O.OOO514X ;Ⅹ=(xu+xb)‡SFA/WI100;xu=upper arm,xb=back
SFA=body suface,tJ=body IJelght
5300 FOfiⅠ=lTO NC
5305 FX=F(I)ISFA(I)/WH )‡10O
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531() D=1.0923-,000514暮F:(
5320 F4T(I)≡(4.57/D-4.142)書lOO
5330 NEXT 1
5340 FOR I=lTO NC
5350 LBM=W(I)tFAT(I)/loo
5360 LBM(I)=W(I)-LBM
5370 NEXT 1
5380 PRINT ■' 皮 脂 惇 合 計 ､推 定 体 脂 肪 率 ､除 脂 肪 体 重 'T
5390 LP=4
5400 FOR J=1TO NC STEP LP
5410 IE=J+LP-1 LF IE〉NC THl三N IE=NC
5420 FOR I=J TO IE
5430 PRINT USING Tlt寺井♯)";1;
5440 PRINT LrSING "##弁.#';F(Ⅰ).,
5450 PRINT USTNG ■#井手.#'-;FAT(Ⅰ);
546O PRINT USING r■♯#井.#r';lJBM(Ⅰ);
547O IF l=40 0R l=80(1R l=120 THEN STOP
5480 NEXT I
549O PRINT
55OO NEXT J
5510 BEEP:STOP
552()RETUlモN
60()0 ,
6010 日運 動 適 性 テ ス トの 結 果
6020 1NPUJ '■へ ん す うの か す ";＼ノC
6040 FOR I=lT()NC
6050 FOR J=lTO NV
6060 TF J二〉3 AND JこくVC+2 THEN 6070 ELSE 6090 ‥Ⅹ(NC,NV)が 運 動 テ ス トの み の と き
こ の 式 不 用 次 式 を Y (I,J)=Ⅹ (Ⅰ ,J)
????????????????????????????? ー ?? ー ? ??? ????ー ?????? ? ?? ??? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?
? ?? ?? ?? ?? ???? ?? ?? ??
YH,∫-2)=Ⅹ(ⅠlJ)
NEXT∫
NEXT I
FOR I=lTO NC
FOR J=1TO VC
PRINT USTNG -●#♯#井.#♯";Y(I,J)
NEXT ∫
PRINT
TF I=20 THEN STOP
NEXT I
GOSUB 10000
RETURN
'B(1)=15:NSt11='AKAHANE"
FOR I=1TO NC
LpRINT TAt)(6);
LPRINT
LPRINT TABL22); I ,
LPRINT "身 長 体 重 立 rT]
LPRINT TAB(47;
LPRINT I-
上 体 腕 曲 げ 四 肢 往 復 運 輸 "
. とひ お こ し とひ 走 適
LPfiINT USING "I書l#♯#)‖;a(Ⅰ);
LPRINT NS(Ⅰ);
LPRINT TAB(22);
LPRINT ●' (cm ) tkg) (em) (回 ) (回 ) (see) fm) (点 )●l
LPRINT TAB(4)
LPRINT .T
LPRINT TAB(22);
LPRINT LISlト】G p'#善書♯,♯ ##辛.#-I;Hlll;WH );
FClR J=lTO Vl:
LPRINT USING l####.*rl;YH,Jl;
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8180 NEXT I
8190 LPRINT USING '#####.#'r;FIT(I)
8200 LPRINT TAB(6);
8210 LPRINT
8220 LPRINT TAB(10);
8230 LPRINT "皮 脂 皮 脂 皮 胎 体 脂 除 脂 肪 ロー レル 肥満 体 表 基礎 "
8240 LPRINT TAB(10);
8250 LPRINT H上 腕 背 厚計 肪 畢 体 重 指 数 度 面 積 代 afH
8260 LpRINT TAI)(10);
8270 LPRINT ■'(mm) (JtLm) (mJtI) (%) (kg) (index) (%) (m^ 2)(Kcal/1hr)"
8280 LpRINT TAB(6);
8290 LPRINT
???????????????????? ??????????????????????????? ????????????????? ?????????? ?????????? ?
LPRINT TAB(10)
LPRINT USING '-###.#■;Fl(Ⅰ)相 ;
州 井.♯-●;F2(I);
? ?? ? ?? ? ?? ??
LPRINT USING
LpRINT USING "柑 #書.♯";F(Ⅰ);
LPRINT USING 'l####.#';FAT(I
LPRINT USING ‖####井.♯■-;LBM(I
LpRINT USING ●-♯‡##♯書.#■;RO‖(
LPRINT USING ●■ #♯#♯.#";SW(Ⅰ
LPRINT USING '###.### ";SFAt
LPRINT USING '####.#'l',BM(IH,
LPRINT TAB(6);
LpRINT
LPRINT
LPRINT
LPRINT
FOR E=1TO NV
IF I=20♯K TIEN STOP
NEXT K
NEXT I
RETURN
BEEF I.STOP
PRINT .一書暮暮*暮★tt書VARIATION 暮暮暮暮暮暮暮*暮'I
INPUT '●NUMIiER ofVARIATION ";NV
FOR I=lTO NC
FOR J=1TO NV
X(Ⅰ,1)=Jl(Ⅰ) :X(I,2)=W(I)
IF J=〉3AND J=くVC+2 THEN 8560 ELSE 8570
ⅩH,∫)=Y(Ⅰ,∫-2)
x(I,8)=FIT(I) :X(I,9)=FltI):X(I,10)=F2EI):XLI,111=FtT
X(I,12)=FATtI) :X(Ⅰ,13)=LBM(I) '.X(I,14)=ROHtI)
ⅩtI,15)=SW(Ⅰ) :Ⅹ(I,16)=SFA(Ⅰ) :Ⅹ(Ⅰ,17)=BM(Ⅰ)
NEXT
NEXT I
FOR I=lTO NC
FOR J=1TO NV
pRINT USING H####.#書目;Ⅹ(Ⅰ,∫);
NEXT ∫
pRINT
IF I=30 0R I=600R I=90 THEN STOP
NEXT I
BEEF :STOP
INPUT -◆TITLE=■';TITLES
INPUT HFILE NAME…";F$
OPEN '●0'■,#1,FS
WRITE #1,TITLES,NC,NV
FOR I=lTO NC
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8750 FOR J=lTO NV
8760 WRITE #1,X(Ⅰ,J)
8770 NEXT ∫
8780 NEXT I
8790 CLOSE #1
8800 RETURN
10000 PRINT '-tH H H I平均 値 ､分 散 ､標 準 偏 差の 計芳 書H I暮
1OOIO DIM WM(NV),AV(NVhVAR(NV),C()VLNV,NV),St)(NV)
10020 FOR IP=lTO VC
IOO30 tlMtIP)=Y(1,IP)
10040 AVHP)=0
10050 FOR JP=Ip TO VC
IOO60 COV(IP,JP)=0
10070 NEXT Jp
lOO80 NEXT tP
1009()I
10100 FOR IC=2 TO NC
10110
10120
10130
10140
10150
10160
10170
10180
FOR IP=lTO VC
WY=Yt工C,IP)
WI=WYIWM(IP)
AV(TP)=AV(IP)+WI
FOfiJP=IP TO VC
COV(1P,JP)=COVt1PIJP)+WI書くY(IC,JP)-WMtJP))
NEXT JP
NEXT IP
10190 NEXT IC
10200 ∫
IO210 FOR Ip=lTO VC
IO220 AV(IP)=AV(IP)/NC+WMHP)
10230 NEXT Ip
10240 I
10250 FOR IP=lTO VC
10260
1(1270
10280
10290
10300
10310
10320
WI=WM(IP)-AV(IP)
FOR JP=IP TO VC
COV(IP,JP)=(COV(IP,JPトWIt(WM(JPトAV(JPH書NC)/(NC-1)
COVりP,Ip)=COVHP,JP)
NEXT JP
VAR(Ip)=COV(lp,IP)
SD(IP)-SQR(VAR(IPH
10330 NEXT IP
10340 ∫
IO350 PRINT USING "NC=####'l;N(:
10360 FOR IP=1TO VC
10370 PRINT USING r'###)";IP;
10380 PRINT USING I-##井.♯# ‖;AVHPH,
10390 PRINT USING '◆##♯##井.#♯#●';VARHP);
10400 PRINT LTSING '-♯##.####r';SD(IP)
10410 NEXT Ip:STOP
10420 I
10430 '各 人の運 動 適 性 得 点 の計井
10440 I
10445 INPUT Hも し記 録 が タ イ ムの と きは その 項 目番 号 を 入力 す る ●;TM
10450 FOR 一=lTO NC
IO460 FITH )=0
10470 FOR J=1TO VC
IO480 IF J=TM THEN 10510
10490 FIT(I)=FIT(Ⅰ)十日YtT,J)I.1V(JH I14/SD(J)+50)/10
10500 GOTO 10520
10510 FITII)=FIT(I)十日AV(J)-YtⅠ,J日 暮14/SD(J)+50)/10
1052(I NEXT J
10530 NEXT I
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